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科目名 高齢者福祉論（社会福祉士必修） 

授業形態 講義 学年 2 

開講時期 2023 年度 後期 単位数 2 

担当教員 目黒 正一 

内容および計画 わが国では要介護高齢者や認知症高齢者の増加といった課題の深刻化に加えて、８０５０問題や社会的孤立

などの従来の制度・政策の枠組みでは対応が難しい課題が明らかになってきています。わが国における高齢

社会の背景やその特徴を理解し、介護保険制度をはじめとする高齢者に対する関連諸制度を学びます。そこ

から、高齢者の福祉ニーズがどのようなものであるかを理解し、高齢者とその家族等の援助実践に必要な基

礎を学びます。 

１ オリエンテーション／高齢者と少子高齢社会① 

２ 高齢者と少子高齢社会②／高齢者の生活の実態とこれを取り巻く社会環境 

３ 高齢者福祉の歴史と理念 

４ 介護保険制度① 

５ 介護保険制度② 

６ 高齢者に対する関連諸制度① 

７ 高齢者に対する関連諸制度② 

８ 高齢者に対する関連諸制度③ 

９ 高齢者に対する関連諸制度④ 

１０ 高齢者に対する関連諸制度⑤ 

１１ 高齢者に対する関連諸制度⑥ 

１２ 高齢者と家族等の支援における関係機関と専門職の役割 

１３ 高齢者と家族等に対する支援の実際① 

１４ 高齢者と家族等に対する支援の実際② 

１５ まとめ 

教科書 
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最新 社会福祉養成講座 ２ 高齢者福祉 一般社団法人 日本
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講義のレジュメを配布します。 

教科書・レジュメを基に予習・復習してください。 

参考書 講義中に紹介する文献等。 

成績評価 

評価方法 割合(%) 

各回の課題提出状況 30 

定期試験 70 

  

  

  

  

定期試験の出題方法、出題範囲についての詳細は、初回講義及び随時で説明します。 
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学習到達目標 わが国の高齢者保健福祉施策の概要について理解すること。 

高齢者分野におけるソーシャルワーク実践のための知識が習得できること。 

先修条件  

実務経験 実務経験あり：特別養護老人ホーム施設長、高齢者生活支援センター所長、ほか。 

その他 社会福祉を学ぶ学生として、新聞等で報道される国内や国外で起きている社会福祉に関する諸問題に関心を

向け、その背景を理解するよう努めてください。 

 


